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社の BANG kit を使用した．ゲル線量計を作製後，筑波大学陽子線医学利用研究センターにおいて 155 
MeV と 200 MeV の単色ビームおよび拡大ブラッグピークビームをゲル線量計に照射した．照射後の線









線に対するゲル線量計感度の比較，陽子線線量測定における 1 次元・2 次元・3 次元線量測定に関する





線量－R2応答曲線において両者とも 0.9 以上の高い相関を認め， X 線より陽子線の相関係数の方が高い
値を示した．1 次元線量測定では，ブラッグピーク領域の R2および R1に半導体検出器と比較して約 30％
の感度低下を認めた．2 次元線量測定では，取得した MRI から自作プログラムを用いて効率よく R2画
像を作成することに成功した．CT 値測定による線量評価では，陽子線の特長であるブラッグピークや
拡大ブラッグピーク終端の線量勾配を評価することが可能であった．3 次元線量測定では，ボリューム





の補正方法を新たに提案した．また，CT 値測定による線量評価では，従来の MRI を用いた線量評価法
と同等の線量応答性を示すことを明らかにした．CT を用いた 3 次元線量測定では，スライス厚を薄く
設定することにより，高空間分解能で測定できることも明らかにした．この CT を用いた線量評価法は，











平成 25 年 11 月 6 日の学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもと，論文に関する説明を
求め，関連事項について質疑応答を行い，最終試験を実施した．その結果，審査委員全員が合格と判定
した． 
よって，著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める． 
